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１．アンケート調査の趣旨 

（仮称）環境パートナーシップ会議における活動内容の調査結果について  

  平成１５年５月に設立する（仮）環境パートナーシップ会議のワーキンググループに

おいて実施する活動内容をより具体化するための協議の参考とするため 

    

２．グループ別得点結果について 
 第２回設立準備会で，９つのグループとその他に分類した。 

全ての活動を設立当初から開始することは，現実的に困難であり，メンバー全員に

よるアンケートに基づき順位付けを行い，核となる活動を絞り込むことで，今後の協

議及び中身の濃い充実した活動の展開へ繋がるものと考え実施した。 
その結果を下記に示す。 
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グループ別 得 点 比 較 

※その他：環境のモデル地域を作りたい，エコミュージアムなど 

 



３．グループ別提案リスト 
 

１．中心部に Shop（コア）をつくる活動 

活 動 名 

● 中心地でのエコロジーショップ＆Ｕ‐ブランド構想 

・エコショップが環境情報発信基地となる 

・ショップスタッフ（環境リーダー）＝情報発信者 

・自然エネルギーのショップへの導入 

（風力発電,バイオガス,ソーラー⇒地域のエネルギーは地元で） 

・エコショップやＬＲＴの利用特典としてのエコマネーの導入 

● 中心街に環境政策スクールの開校（or エコステーション） 

● 旧市街地の活性化 エコロジーシティのベースを 

（例えば,ＬＲＴ,ショップ） 

● マイバック運動･過剰包装廃止運動を推進する（省資源） 

● 学生によるエココミレストランの立ち上げ運営 

● スローフード運動を進めたい 

● 都市化された街を元のかたちに戻し「理想的な街」にする 

 

 

２．環境情報の提供･交流に関する活動 

活 動 名 

● ホームページを利用した環境Ｕネットにより情報提供を行う 

● 住民やメーカーなど事業者へごみ処理の現状の情報を発信しわかり易く的確に伝える

● 環境対策を分かり易く伝えたい,知りたい 

● 環境に関する情報を提供する 

● 環境報告書（年報づくり） 

● 市内大気汚染マップのリアルタイム表示をする（大気） 

● 環境フェアの開催 

● この会議のポータルサイトをつくる 

● 環境情報を交流する 

 

 
 
 
 
 



３．環境学習（プログラム）を考える活動 

活 動 名 

● 環境学習センターの機能充実を図る 

● 自然環境についての情報に詳しい人と連携する 

● 環境リーダーの育成と登録を行う（環境教育） 

● 環境活動支援 NPO をつくる 

● 環境教育カリキュラム（宇都宮市版）の検討＋実行 

● 環境学習センターのモデル活動 

● 環境学習を実践できるリーダーを育成する 

● 効果的な環境学習プログラムを作成する 

● 環境教育の出前 

 

４．平地林とビオトープ 

活 動 名 

● 里山,樹林地の管理整備をする市民運動を展開する（自然環境） 

● 田,畑,平地林の混在する環境を保全する 

● 平地林の活用法を考える（資源として,憩いの場として,ＣＯ２吸収） 

● 植林する木を選ぶ（平地林が少なくなり四季折々の楽しみがなくなってさみしい） 

● 学校のプールで育ったヤゴをトンボに育てる活動をする 

● 生き物が棲める農業地域を再生する 

● 市民参加の「宮環花いっぱい運動」を展開する（身近な自然） 

● 緑の回廊（緑の飛び石？）を実現する 

● ビオトープ（ビオトープネットワーク）の整備（保全） 

● モデル地域の生き物再生等環境保全事業 

● 町の緑化のため，個人や団体で，育て増やした植物の苗を無料配布したり交換したりす

る場をつくる 

● 各家庭での緑を増やす運動を推進する（地球環境） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



５．環境管理，推進活動 

活 動 名 

●（仮称）事業所版環境ＩＳＯを創設，普及･促進する 

● 家庭版環境ＩＳＯを普及･促進する 

● 環境家計簿キャンペーンを広めたい 

● 学校版環境ＩＳＯを普及･促進する 

● 市版環境ＩＳＯの認定 

● 環境にやさしい優良企業を表彰する 

 

６．環境⇔健康づくり 

活 動 名 

● 子ども達の健康対策 

・学校教育委員会への働きかけ 

① 紫外線対策 ② 塩素プール ③ 有機農法の給食 

・公園･学校での農薬の廃止 

・化学物質の軽減 

・電磁波対策 

● 環境にやさしい学校等の実現（エコスクール？） 

● 受動喫煙対策運動を起こしたい 

 

７．ごみ関連の取り組み 

活 動 名 

● ごみの減量対策（エコショップでの販売方法）生ゴミの堆肥化 

● 廃棄物発生量の地区別管理を行う（廃棄物） 

● 生ごみの再利用と循環を実現する 

● 生ごみコンポスト化と有機農業利用 

● 高速道路の側道周辺がゴミの道になっている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



８．大気に対する取り組み 

活 動 名 

● パーク＆ライドを実現したい 

● アイドリングストップ運動を高めたい 

● 太陽光発電,低公害車などの新エネルギーの導入推進を図る 

● 大気汚染対策を進めたい 

●「自転車で移動しよう！」というキャンペーンを行う 

● 雑草･枝を焼却することで消毒をすることもある 

● 駐車場（スーパーなど）を有料化する 

●「アイドリング･ストップ」キャンペーンをショッピングセンターの駐車場で行う 

 

９．川と水グループ 

活 動 名 

● 宇都宮市のうまい水に誇りをもつ運動をする（水環境） 

● 水と親しめる川づくりを推進する（自然の公益的機能） 

● 水系〔田川,釜川,etc〕ごとに流域探検をしたい 

● 家庭における節水教育を推進する（水資源） 

 

そ の 他 

活 動 名 

● 環境のモデル地域を作りたい 

● 体験型の野外学習の事業を実施する 

●「自然とのふれあい体験」の機会を増やす 

● 車を使わないで暮らせるモデル街区の整備 

● 環境共生型の住宅づくり 

● エコミュージアム 

● エコカーによるカーシェアリングの実施 

● グリーンツーリズム 

● エコツアー 

● タウンウォッチング 

 

 

  

 


